
 

（第２号様式）   
令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 鶴見高等 学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新学習指導要領を着

実に実施することで、

主体的に学習に取り組

む態度を育成し、探究

力を育む。 

 

・指導と評価の一体化

の視点を踏まえ、主体

的・対話的で深い学び

の実現を追求する。 

 

・ICT や AI 等、新たな

技術を採り入れ、新時

代に対応できるDX人材

を育成する。 

 

①新学習指導要領を適切

に運用し、生徒一人ひと

りの主体的に学習に取り

組む態度と探究力を育

む。 

 

②指導と評価の一体化を

目指した組織的な授業改

善に取り組む。 

 

 

③効果的な ICT の利活用

を追求するとともに、生

徒個々の学習支援の充実

を図る。 

①発問・課題に協働して取

り組み思考する授業、学び

を主体的に深めるための授

業への転換を図る。 

 

 

②形成的評価を充実させた

組織的な授業改善を実施す

る。 

 

 

③授業や特別活動において

効果的なICTの利活用を追

求するとともに、１人１台

端末の授業での活用を推進

する。 

①発問・課題に協働して取

り組み思考する授業、学び

を主体的に深めるための授

業を実施することができた

か。 

 

②組織的な授業改善の取り

組みとして、形成的評価を

充実させた授業改善を実施

できたか。 

 

③授業や特別活動において

効果的なICTの利活用を実

践できたか。また、１人１

台端末の活用を推進できた

か。 

 

①研究授業等を通した授

業改善により、発問・課

題に協働して取り組み思

考する授業、学びを主体

的に深めるための授業を

実施することができた。 

②形成的評価等を活用し

た指導と評価の一体化を

テーマとして、授業改善

を実施することができ

た。 

③電子黒板の活用など、

授業や特別活動において

効果的な ICT の利活用を

実践することができた。 

①生徒による授業評価

等の結果をもとに、授

業改善について具体的

な数値によって検証し

ていく必要がある。 

 

②指導と評価の一体化

について、より効果的

な方法等の検討に引き

続き組織的に取り組ん

でいく必要がある。 

③効果的な ICT の利活

用についての研修をお

こない、その方法をよ

り広く校内で共有して

いく必要がある。 

①評価の数値も大事だ

が、授業への具体的な要

望を吸い上げられるよう

に生徒とコミュニケーシ

ョンを重ねてほしい。 

②義務教育段階でも重要

な指導と評価の一体化に

ついて、高等学校でも連

続して深めていることは

評価できる。 

③ICT の活用に取り組む

姿勢は評価できる。生徒

と一緒に授業を作り上げ

るような姿勢で取り組ん

でほしい。しかし ICT 技

術だけに左右されない授

業づくりは必要である。 

①さらなる授業改善

について、授業評価

の具体的な数値等に

基づき検証していく

必要がある。 

②指導と評価の一体

化について、より効

果的な方法等の検討

に引き続き組織的に

取り組んでいく必要

がある。 

③電子黒板の活用な

ど、授業や特別活動

において効果的なICT

の利活用を実践する

ことができた。 

①授業評価の内容

を整備し、授業へ

の具体的な要望を

吸い上げ授業改善

に活かしていく。 

②研究授業週間や

日々の教材研究を

通して、指導と評

価の一体化のより

効果的な方法の検

討に引き続き取り

組んでいく。 

③研修等を通し、

効果的なICTの利活

用について引き続

き広く校内で共有

していく。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・予防的な生活指導を

実践しピア・サポート

を浸透させる。 

 

 

 

・生徒一人ひとりの高

い規範意識とコミュニ

ケーション能力を育成

する。 

 

・学校行事や部活動等

を通じて、生徒の主体

性・リーダーシップを

育成する。 

①全職員の共通認識のも

と、予防的な生活指導を

通じて、基本的生活習慣

の確立と規範意識の向上

を図る。 

 

②困難を抱える子どもを

早期に発見し、生徒の課

題解決に向けて組織的に

支援を行う。 

 

③学校行事や部活動等を

通じて、生徒の主体性と

リーダーシップの伸長を

図る。 

①基本的な生活習慣の確立

に向け、生徒一人ひとりの

状況を把握した上での指導

に取り組む。 

 

 

②困難を抱えた生徒につい

て情報共有を迅速に行い、

SCやSSWと連携した支援を

行う。 

 

③学校行事や部活動におい

て、自らが考え工夫して活

動ができるように導き、実

践的な態度と主体性を伸長

させる。 

 

①学校全体で共通認識のも

と、予防的な生活指導を実

施できたか。 

 

 

 

②生徒の状況に合わせ、適

切な対応ができ、外部機関

とも連携できたか。 

 

 

③学校行事や部活動におい

て、生徒が自らが考え工夫

して活動ができる場面を作

ることができたか。 

 

①基本的な生活習慣の確

立に向け、月ごとに生徒

の実態に合わせた遅刻指

導を実施した。 

②サポートドックなどの

アンケートや担任との個

人面談を活用し、困難を

抱える子どもたちの早期

発見に努めた。また、必

要に応じてＳＣやＳＳＷ

と連携し、適切な支援を

することができた。 

③各行事や部活動におい

て、生徒が主体的に活動

することができる運営方

法を検討し、実施するこ

とができた。 

①学校全体で共通認識

を図るため、校内の指

導規準等の見直しを継

続していく。 

②外部機関との連携を

より円滑にすすめるた

めに、ＳＣ・ＳＳＷ間

での情報共有の場を定

期的に設定していく。 

 

 

 

③各行事の運営方法に

ついては、より教育的

効果が認められるであ

ろう方法を継続して検

討していく。 

①各指導がただ注意だけ

でなく、原因を探り一緒

に解決しようとしている

ことは素晴らしい。 

②生徒に対する組織的な

支援が行われているが、

さらに人的資源が増やさ

れることを期待する。担

任だけが抱え込まないよ

う注意してほしい。常に

先々を見据え、早期対応

をしていくことを継続し

てほしい。 

③これまでの活動を振り

返りながら、生徒の活躍

の場の提供をぜひ進め広

げてほしい。 

①基本的な生活習慣

の確立に向け組織的

に指導をおこなっ

た。 

②困難を抱える生徒

の早期発見に努め

た。必要に応じＳＣ

やＳＳＷと連携し適

切な支援をすること

ができた。より円滑

な外部機関との連携

が求められる。 

③各活動において、

より生徒が主体的に

活動することができ

る運営方法の検討を

続ける必要がある。 

①学校全体で共通

認識を図るため、

校内の指導規準等

の見直しを継続し

ていく。 

②生徒理解と情報

共有を進め支援体

制を強化してい

く。その他の外部

機関との連携につ

いても引き続き検

討していく。 

③これまでの活動

を振り返り、より

よい運営方法につ

いての検討を進め

ていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・ウェルビーイングの

視点から、確かな目標

を設定し、粘り強く進

路実現を図る力を育成

する。 

 

・３年間の体系的なキ

ャリア教育計画を作成

し、進路指導・支援の

充実を図る。 

①ポートフォリオを継続

的に積み上げ、生徒のキ

ャリア意識の形成を図

る。 

 

 

②生徒一人ひとりが将来

への展望を持ち、希望す

る進路が実現できるよう

組織的に支援する。 

①蓄積してきたポートフォ

リオを通して、生徒が自己

理解を深め、成長を実感で

きるよう支援する。 

 

 

②進路ガイダンス、職業講

演会、インターンシップを

活用し、上級学校や職業選

択に参考となる情報や機会

を提供する。 

担任や教科担当者と連携

を図り、面談や個別指導等

により、きめ細かい支援の

充実に取り組む。 

①主体的にポートフォリオ

の作成に取り組み、振り返

りを通して、自己評価し、

成長を実感することができ

たか。 

 

②生徒の進路希望状況を各

学年と共有し、希望する進

路実現に向けて綿密に連携

し、適切な支援をすること

ができたか。 

①各学年で行事や模試の

振り返りを行ったが、考

えを深めるための十分な

時間を確保できなかっ

た。 

 

②インターンシップへの

参加が増加するなど意欲

的にキャリア学習に取り

組む様子が見られた。 

生徒が希望する進路先に

ついて、担任等とこまめ

に情報共有し、進路実現

に向けて協力して進める

ことができた。 

①振り返りの時間を長

期休暇前にも設定す

る。蓄積してきた内容

について自己評価をさ

せて、その目標達成に

向けて支援する。 

②総合型選抜や学校推

薦型選抜を希望する生

徒が増えている現状を

踏まえ、早期からの組

織的・段階的な支援体

制を構築できるよう努

める。 

①生徒が自分の将来を描

くことのできる機会の提

供を多くお願いしたい。 

 

 

 

②様々な選抜方法が増え

ている中で、進路実現に

向けて情報収集が容易に

行える支援体制の構築を

期待する。 

①行事や模試の振り

返りについて、生徒

が考えを深めるため

の時間の確保につい

て検討する必要があ

る。 

②生徒が意欲的にキ

ャリア学習に取り組

む様子が見られた。

生徒が希望する進路

先について、担任等

とこまめに情報共有

し、進路実現に向け

て協力して進めるこ

とができた。 

①振り返りの時間

を長期休暇前にも

設定する等、生徒

が考えを深める時

間を確保するとと

もに、蓄積してき

た内容について自

己評価をさせて、

目標達成に向けた

支援を継続する。 

②様々な選抜方法
が増えている中
で、進路実現に向
けてその情報収集
がより容易に行え
る支援体制を構築
していく。 

４ 地域等との協働 

・シチズンシップ教

育、主権者教育の充実

を図る。 

 

 

 

・地域の様々な施設や

産業との協働を通し

て、社会に貢献できる

人材を育成する。 

①同窓会や PTA、学校運

営協議会と連携して、身

近な教育資源を有効活用

するための取り組みを進

める。 

 

②地域等と協働して、生

徒が主体的に社会に関わ

ることのできる活動の充

実を図る。 

①OB・OG 講演会や地域貢

献活動を通し、同窓会や

PTA、学校運営協議会と連

携した取り組みを進める。 

 

 

②地域貢献活動等、生徒が

主体的に社会に関わること

のできる活動を実施する。 

①学校運営協議会等での協

議を活かし、身近な教育資

源を有効活用するための取

り組みを進めることができ

たか。 

 

②地域等と協働して、生徒

が主体的に社会に関わるこ

とのできる活動を実施でき

たか。 

①OB・OG 講演会や地域貢

献活動について、地域社

会と連携した取り組みを

進めることができた。 

 

 

②OB・OG 講演会や地域貢

献活動について、実施内

容や形態を改め、その充

実を図ることができた。 

①より生徒と地域社会

との関わりを深めてい

く。引き続き地域と連

携して活動すると共

に、地域に貢献する活

動に取り組んでいく。 

②今年度改めた取組内

容について振返りを行

い、来年度の実施に向

けた改善点を見つけ

る。 

①連携して社会に関わる

ことのできる活動につい

て考えていきたい。地域

の情報を敏感に取り入れ

ていく必要がある。 

②地域の課題などに高校

生のアイデアを活かす機

会が増えるとよい。教職

員も積極的に地域に出て

いく必要がある。 

①地域社会と連携し

た取組をいくつか進

めることができた。

身近な教育資源につ

いて引き続き情報を

取り入れていく必要

がある。 

②地域との協働的な

活動について、今年

度改めた取組内容に

ついて振返りを行

い、改善点を見つけ

ていく必要がある。 

①身近な教育資源

や地域の情報を積

極的に取り入れ、

引き続き地域と連

携して活動すると

共に、地域に貢献

する活動に取り組

んでいく。 

②生徒だけでなく

教職員も含めて、

地域と関わる機会

を見つけていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・様々な教育活動につ

いての情報発信を積極

的に行い、本校の魅力

の発信に努める。 

 

 

・事故・不祥事を根絶

し、信頼される学校づ

くりに努める。 

①学校説明会やホームペ

ージの内容の充実を図る

とともに、学校行事につ

いての情報発信を積極的

に行う。 

 

②成績処理の事故防止を

図る。 

①学校説明会や各学校行事

について、定期的なホーム

ページの更新等を通して情

報発信を行う。 

 

②ディジタル採点ソフトを

導入すると共に、成績処理

支援システムの円滑な利用

を図る。 

 

①適切な時期にホームペー

ジの更新等の情報発信を行

うことができたか。 

 

 

 

②成績処理の事故を無くす

ことができたか。 

①適切な時期にホームペ

ージを更新し、情報を発

信することができた。 

 

 

②出欠登録や採点システ

ムの電子化により、確認

作業等の業務負担が軽減

し、採点間違いが減少し

た。 

①最新の情報収集に努

め、正確な発信を行

う。 

 

 

 

②様々な業務が電子化

され、これまでの業務

手順が変化している。 

①中学生にとって情報源

としてホームページは重

要である。来年は学校説

明会の機会も減るので、

魅力的な発信を期待す

る。 

②事故一つで信用を失う

ということを肝に銘じて

いただきたい。 

①適切にホームペー

ジを更新することが

できた。学校説明会

の運営法については

検討が必要である。 

②採点ソフトを導入

し、成績処理支援シ

ステムの円滑な利用

を図ることができ

た。 

①学校説明会の適

切な開催時期や形

態について検討

し、実施する。 

②研修会や協議を

通じ、引き続き

様々な場面におけ

る事故・不祥事を

起こさせない環境

を構築していく。 
 


